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未来を共創する
研究開発戦略を立てる

知を創造し
経済・社会的価値へ
転換する

社会との対話を推進し
人材を育成する

科学技術振興機構(JST)について
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文部科学省傘下の国立研究開発法人で、国の科学技術基本計画の中核的な実施機関です。

国民の生活や社会の持続的な発展に貢献することを目的に、
国内外の大学・研究機関・産業界等との緊密なパートナーシップを深め、

科学技術イノベーションを先導
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「地域産学官社会連携分科会」（2019年3月設置）について
設置の目的：地域における科学技術を活用したSDGs課題解決の推進に向け、事例を共有し、
大学・研究機関と地方自治体、企業（主に中小）のネットワーク構築の場をつくる。

申
請
・
応
募
等

地域の課題解決事例の形成を後押し
地域産学官社会連携分科会
（ネットワーク構築、マッチングの場）

活動①：産学官社会の多様な方が集う会合
分科会メンバー間会合 or 分科会と連携した地域公開会合

活動②：支援制度やイベント等の情報共有
SDGs関連の支援制度、イベント、事例等を月2-3回配信

活動③：展示会等を通じた取組発信
Webや国内内外の展示会で情報発信

自治体 企業 大学
研究機関 NPO等

SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム

地球規模課題対応
国際科学技術協力プログラム

共創の場
形成支援プログラム

“STI for SDGs”
アワード

サイエンスアゴラ
連携企画

A -
STEP

研究成果展開支援
プログラム

SDGs×地域×科学技術
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参加メンバー機関

37機関 (2022年2月時点)

自治体 7
企業等 21
大学等 9

一般社団法人WOMAN TO WORK協会

株式会社ほうじょう

SDGs、地域、科学技術、課題解決、
事例共有をキーワードに集まった

技術シーズを持ってい
るかは問わず、
多様な産学官社会の
メンバーが参加
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3年間の分科会活動の概要

産学官社会が集う
公開会合

メンバー会合

展示会への出展

SDGs情報メールの配信 報告書の発行

展示会での
連携企画開催数

５回（5都県）

３回

3回

セミナー形式 展示形式

34回 18企画

１回65回※

総ブース訪問者数 約9200人※

※オンライン視聴者3675人含む

※2020.4～2022.2
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2019年6月開催

2020年6月、京都大学主催の「第2回超SDGsシンポジ

ウム」の一企画として、分科会ワークショップを「わたし
のまちのスマートモビリティ2030」をテーマに開催。

行政、研究者、企業、金融機関、学生等が登壇し、地
域のモビリティの課題、課題解決のための技術や取組
、取組支援制度についてピッチ形式で紹介。また地域
視点で未来の交通や移動を考える上での障壁につい
てパネル討論を実施。

分科会WS 「わたしのまちのスマートモビリティ2030」
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2019年11月開催

東北大学開催「東北から『持続可能で心豊かな社会
』を創造する―サイエンスアゴラ in 仙台2019＆東北
大学SDGsシンポジウム」の一企画として、分科会ワ

ークショップ「プラスチックスマート：プラスチック問題
から見るSDGs」を開催。プラスチック問題について、
研究者、企業、NPO、学生、行政等（離島、小島嶼開

発途上国）が登壇し、取り組み紹介、各セクターの役
割を考えるパネルディスカッションを実施。

分科会WS「プラスチックスマート：プラスチック問題から見るSDGs」
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2020年2月開催

分科会メンバーである岩手県が「暮らし×遊び×イ
ノベーション」ワークショップを開催。JSTも連携
し、科学技術による地域課題解決事例について講
演や事例展示で紹介。ワークショップでは。参加
者が理想とする未来の岩手の地域像と現在の岩手
県のギャップを埋めるべく、様々な科学技術を活
用し未来像実現ストーリーをグループワーク形式
で作成。

岩手県WS「暮らし×遊び×イノベーション」で連携
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2019年12月開催
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「エコプロ2019」に「みんなが生きたい未来をつくるサ

イエンス」をテーマにブースを出展。分科会メンバー
の他、分科会ワークショップや「STI for SDGs」アワード

等を通じて連携を深めたステークホルダー連携し、展
示(11事例)とミニセミナー/ワークショップ(35企画)を
実施。持続可能な社会に向けた、科学技術分野や教
育分野の取組など幅広い取り組みを紹介。

エコプロ2019ブース出展
「みんなが生きたい未来をつくるサイエンス」



 エコプロ：来場者数約15万人を誇るアジア最大級の環境分野の総合展示会。
 JSTは2019年に初出展し、JSTブースには3日間で3700人が来場
 初オンライン開催となった「エコプロOnline2020」において、地域産学官社会連携分科会メンバー、
「STI for SDGs」アワード受賞団体、JST等の「STI for SDGs」活動・成果をPR。実践ツール・取
組のweb掲載（11コンテンツ）、オンラインセミナー18回開催。

 トップページ訪問数:3,221（重複なし）（11月25日~12月25日）、
 セミナーに関するチャンネル視聴回数：2098回 ※13セミナー分、ユニーク視聴者数：918人 （11

月25に~12月2日）

2020年11月25日~28日開催（アーカイブ公開：12月25日まで)

エコプロOnline2020 JSTオンラインブース出展で連携
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2021年12月開催

「エコプロ2021」に「みんなが生きたい未来をつくるサイエンス
」をテーマにブースを出展。分科会メンバーの他、 「STI for 
SDGs」アワードやJST事業等を通じた協力者と連携し、展示(6
事例)とミニセミナー(16企画)を実施。

エコプロ2021ブース出展
「みんなが生きたい未来をつくるサイエンス」
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分科会メンバーへのアンケートから見えてきたもの
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地域課題の解決に向けて

SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム

共創の場形成支援プログラム

“STI for SDGs”アワード

サイエンスアゴラ連携企画
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さらに詳しく知りたい方に

■「地域産学官社会連携」分科会活動レポート2019-2021
https://www.jst.go.jp/sdgs/pdf/sti_for_sdgs_subcommittee_report_
dec_2021.pdf

「地域産学官社会連携」分科会活動レポート
2019-2021
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ご清聴ありがとうございました

15


	地方創生SDGs官民連携プラットフォーム�「地域産学官社会連携」分科会�活動報告�（FY2019－2021）
	スライド番号 2
	「地域産学官社会連携分科会」（2019年3月設置）について
	参加メンバー機関
	スライド番号 5
	2019年6月開催
	2019年11月開催
	2020年2月開催
	2019年12月開催
	スライド番号 10
	2021年12月開催
	スライド番号 12
	地域課題の解決に向けて
	さらに詳しく知りたい方に
	ご清聴ありがとうございました

